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これからの時代をどう生きるか
『もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの

『マネジメント』を読んだら』などの著作で知られるベ

ストセラー作家の岩崎夏海さんをお迎えして，３月８日
いわさきな つ み

に文化講演会を行いました。

演題は「これからの

時代の生き方」。予測困

難な時代を生きる上で

必要な事柄について，

岩崎さん独自の切り口

で，体験談を交えながら

語っていただきました。

講演会翌日には，希

望した生徒１２人が岩

崎さんを囲む座談会を

実施。高校時代にやっ

ておくべきことや望ましい生き方などに関する質問に

対して，岩崎さんは小説や映画，芸術などを例に挙げ

て，一つ一つ丁寧に答えていただきました。

座談会に参加し

た生徒の一人は，

「３年生になる前に

話を聴けてよかっ

た。今後の高校生

活や生き方をしっかり考えたい」と話しました。

学習指導と学習評価の在り方を考える
3月13日に学力検討会を行いました。今年度の学

習指導と学習評価の実践を踏まえ，次年度に向けた

改善方策を協議す

ることが目的です。

冒頭で１・２年生

の現状等を確認し

たあと，主体的な学

習を促す手立てやPC端末の効果的な活用などにつ

いて，活発な意見交換が行われました。

本校は今後も年間授業計画や単元シラバスの作

成を足がかりに，学習指導と学習評価の改善を図り

ながら，生徒の資質・能力の育成に努めていきます。

課題研究の成果を共有する
3月17日に課題研究の校内発表会を行いました。

今年度の優れた課題研究の成果を共有することで，

今後の探究活動の進化につなぐことが目的です。

共有した課題研究は，2月11日に鹿児島国際大学

で行われた「よかアイディアコンテスト」で2位に入賞

した「お土産開発で与論を最高の島に」，3月10日に

大島高校で行われた「高校生サミットin奄美」で発表

した「おいでよ ゆんぬの島

プロジェクト」，「与論島の防

災～高齢者が津波から逃げ

遅れない地域づくり～」，「与

論島の地形と水の関連」，

「サンゴを守るために」の5つです。

発表を聞いた生徒の一人は，「自分もこのレベルの

研究発表を目指して頑張りたい」と話しました。

与論高校の学校マネジメントの取組が，東洋経済education

×ICTの特集記事で紹介されています（2023年３月13日付）。

右のQRコードから見ることができます。

「定期考査と朝課外」を廃止，与論高校が２年間で
約３０もの「見直し」ができた訳

ＰＣ端末で授業が変わる⑧（番外編） 文部科学省が推

進するGIGAスクール構想を受け，県教育委員会は今年度か

ら1年生全員にPC端末を1年間貸与しています。本校にお

けるＰＣ端末を活用した各教科等の工夫を紹介する本コー

ナー。今回は新年度に向けた準備状況等を紹介します。

今年度の１年生に貸与したPC端末は，3月第三週に全て

を回収。新１年生の使用に向けて，県教委が派遣するICT支

援員が一台一台についてデータの消去と動作確認，本校教

員が画面やキーボードなどの清掃を行いました。

PC端末の日常的な活用

では，落下等による破損は

避けられません。この一年

間，画面の割れなどの故障

の修理は，各自が加入する

保険で対応しましたが，一

週間以上かかる修理期間中

は個々の学習活動が制限さ

れるため，学びの在り方にも影響しました。

ＰＣ端末は「高価な文房具」です。新２年生は全員が各

自で購入したＰＣ端末を活用することになります。取扱い

は十分留意して，自身の学びに有効に活用してください。
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令和４年度 第２回学校関係者評価委員会（報告）

鹿児島県立与論高等学校

１ 日 時 令和５年２月14日(火) 午後３時30分～４時30分

２ 場 所 本校図書室

３ 出 席 者 (1) 学校関係者評価委員(４人)

与論中学校，与論町教育委員会事務局，与論町観光協会（所用のため欠席），

学習塾まなび島，ＰＴＡ会長

(2) 本校職員(10人)

校長，教頭，事務長，

４部主任(教務，進路指導，生徒指導，保健)，１～３学年主任

４ 日 程 等 評価委員会(校長挨拶，学校評価説明，協議(意見交換，要望等)

５ 質疑応答・意見

○ 年金セミナー等消費者講座を受けた生徒の反応はどうであったか。

→ 今年４月から成年年齢が18歳に引き下げられたこともあり，生徒はこの講座で社会人として必要な知識

を得ることができたと感じているようである。この講座の他にも３年生は毎日登校して卒業後に役立つ講

座を受けている。

○ 生徒のアンケートでは，自宅等の学校以外での学習に取組に対する自己評価が低いことが分かる。

自分の目標に対して学習が不十分であるという意識の表れとも見られるが，このことについてどのよう

に考えているか。

→ 生徒自身が自発的な学習をしていないという自覚，または，自発的な学習方法が分からない，確立し

ていないという方法論の問題とも読み取れる。生徒の探究活動が深まるにつれてフィードワークや成果発

表など，生徒の行動範囲に広がりが見られ，学習内容が多岐にわたっていることも挙げられる。

○ サイエンスキャンプ(２期生)の現在の活動状況について教えてほしい。

→ 現在，高校１年生が６人応募している。研究テーマは１期生の研究を引き継ぎつつ，それぞれが研究

テーマを提示している。

○ ＩＣＴ教育についての取組みはどのようになっているか。

→ 県教育委員会の事業としてＩＣＴ支援員が派遣されている。授業で活用できるロイロノートの講習会や

デジタルコンテンツを使った授業支援を積極的に行っている。また校内の成績処理システムへの助言も

行っている。

○ 今年度，自転車と車の衝突事故があり，交通安全指導の必要性を感じた。どのような対策が考えら

れるか。

→ 自転車通学規定を見直し，ヘルメットの着用を義務化した。生徒の交通安全意識を高めるための講習

会の充実を図っていく。さらに生徒の登校中の様子について学校・保護者と情報共有を積極的に行って

いきたい。

○ 職員による学校評価では，グランドデザインに基づいた項目で様々な意見や課題が挙げられており，

先生方が普段から主体的に教育活動に取り組んでいることが分かる内容であった。

○ 授業参観をすると，英語や体育でＩＣＴの活用やグループ討議・発表形式に従来の一斉授業にはない

変化が見られ，生き生きと学習に取り組む姿勢が見て取れた。

○ 校長のリーダーシップにより，学校行事のなかに社会につながる講演会や「島のしごとフェア」などの

特色ある教育活動が実施され，生徒の進路選択によい刺激になっていると感じる。

○ 主体的な学習について，勉強は量よりも質だと考えるので，宿題がないから勉強しないではなく自ら

課題に向かって学習していく生徒を育てたいと思っている。今後も学校・家庭・地域と連携し，自ら学ぶ

生徒の育成という目標をもって学校活動と関わっていきたい。


